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ACE
1
月
12
日
、
宮
津
会
館
で
、

令
和
初
と
な
る
宮
津
市
成
人
式

典
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
平

成
11
年
4
月
2
日
か
ら
12
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
新
成
人
は

1
7
2
人
。
こ
の
日
は
1
4
0

人
の
新
成
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

開
式
に
先
立
ち
新
成
人
で
構

成
さ
れ
る
令
和
２
年
宮
津
市
成

人
式
典
企
画
委
員
が
企
画
・
制
作

し
た
中
学
校
時
代
の
恩
師
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ビ
デ
オ
を
上
映
。

新
成
人
の
顔
に
は
笑
み
が
こ
ぼ

れ
、
当
時
を
懐
か
し
む
声
や
思
い

出
話
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　
大
人
の
先
達
で
あ
る
恩
師
の

皆
さ
ん
か
ら
は
、
当
時
の
思
い
出

や
大
人
と
し
て
の
心
構
え
、
社
会

の
一
員
と
し
て
の
新
成
人
へ
の

期
待
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届

け
ら
れ
ま
し
た
。C
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新
成
人
を
代
表
し
、
三み

浦う
ら

陽ひ

菜な

子こ

さ
ん
︵
大
垣
︶
が
「
進
む
道
は

そ
れ
ぞ
れ
違
う
が
、
こ
れ
か
ら
先

の
宮
津
の
地
を
盛
り
上
げ
ら
れ

る
の
は
私
達
。
自
分
自
身
が
何
事

に
も
負
け
ず
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
見
て
い
る
人
に
力
を
与
え
ら

れ
る
、
そ
う
信
じ
て
こ
れ
か
ら
の

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
。

そ
し
て
、
美
し
い
自
然
と
、
悠
久

の
歴
史
に
育
く
ま
れ
、
優
れ
た
文

化
を
継
承
す
る
宮
津
の
地
で
、
温

か
い
地
域
の
皆
さ
ん
に
囲
ま
れ

て
育
っ
た
こ
と
に
感
謝
を
忘
れ

ず
、
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
り
、
こ
の

故
郷
に
恩
返
し
を
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。YPYPY

LALA

M
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1
月
10
日
、
智
恩
寺
で
十
日
ゑ

び
す
が
催
さ
れ
、
商
売
繁
盛
や
無

病
息
災
を
願
う
近
隣
住
民
や
観

光
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

営
業
前
の
商
売
人
さ
ん
や
出

勤
前
に
参
拝
さ
れ
る
方
も
多
く
、

当
日
は
午
前
7
時
の
開
門
か
ら

賑
わ
い
を
見
せ
、
線
香
の
煙
を
頭

や
体
に
浴
び
、
今
年
一
年
の
無
病

息
災
を
願
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
道
に
は
、
縁
起
物
で
商
売
繁

盛
の
神
様
で
あ
る
恵
比
寿
天
を

あ
し
ら
っ
た
熊
手
や
笹
飾
り
な

ど
の
出
店
が
並
び
、
文
殊
堂
内
で

は
、
年
に
2
回
ご
開
帳
さ
れ
る

御
本
尊
の
文
殊
菩
薩
や
大
黒
天

が
ご
開
帳
、
福
娘
が
縁
起
物
を
配

る
な
ど
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
三
文
殊
の
一
つ
で
あ
る

智
恩
寺
で
催
さ
れ
る
十
日
ゑ
び

す
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時
代
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ

ま
す
。

智恩寺　十日ゑびす ゑびす顔で過ごせるように

　

1
月
17
日
、
野
村
証
券
京
都
支

店
で
、
歴
史
講
座
「
明
智
光
秀
の

宮
津
来
遊
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

野
村
美
術
館
（
京
都
市
）
谷た

に

晃あ
き
ら

館
長
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、
天
正
9
年
（
1
5
8
1
）

に
光
秀
が
宮
津
を
来
遊
し
た
際

の
、
宮
津
城
や
天
橋
立
で
行
わ
れ

た
茶
の
湯
や
連
歌
の
会
な
ど
、
細

川
親
子
に
よ
る
も
て
な
し
の
様

子
や
、
戦
国
時
代
末
期
の
武
将
達

の
茶
の
湯
を
介
し
た
交
流
や
政

治
交
渉
に
つ
い
て
、
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、先
生
の
講
演
に
先
立
ち
、

細
川
ガ
ラ
シ
ャ
ゆ
か
り
の
地
「
宮

津
」
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
大
河
ド
ラ

マ
「
麒
麟
が
く
る
」
の
放
送
を
前

に
、
天
橋
立
を
初
め
と
す
る
宮
津

の
豊
か
な
歴
史
文
化
や
観
光
、
特

産
品
等
の
魅
力
に
関
心
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

歴史講座「明智光秀の宮津来遊」 麒麟の足跡をたどる

　

1
月
12
日
、
地
域
の
安
全
・
安

心
を
守
る
消
防
団
員
や
消
防
署

職
員
な
ど
2
5
0
名
が
出
席
す

る
宮
津
市
消
防
出
初
式
が
開
催
。

み
や
づ
歴
史
の
館
文
化
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
消
防
団
員
の
日
頃
の

活
動
を
讃
え
、
表
彰
状
の
授
与
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

島
崎
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
会
場

を
移
し
、
市
長
、
来
賓
等
に
よ
る

閲え
つ
だ
ん団

が
実
施
さ
れ
た
後
、
消
防
団

等
に
よ
る
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
赤
・
青
・
黄
色
に
着
色
さ

れ
た
放
水
が
ア
ー
チ
を
描
く
と
、

見
学
に
訪
れ
て
い
た
子
ど
も
達
か

ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

一
斉
放
水
を
終
え
る
と
、
次
は

パ
レ
ー
ド
で
す
。
宮
津
中
学
校
生

徒
に
よ
る
プ
ラ
カ
ー
ド
を
先
頭

に
、
消
防
団
員
等
が
隊
列
を
編
成

し
、
一
糸
乱
れ
ぬ
動
き
で
本
町
通

り
を
行
進
。地
域
の
安
全
・
安
心
を

守
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

宮津市消防出初式 安全・安心を守る 決意新たに

　

1
月
19
日
、
今
福
で
江
戸
時
代

後
半
に
疫
病
を
鎮
め
る
た
め
に

始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
伝
統
行
事

「
蛇
綱
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

蛇
綱
は
、
地
域
の
古
老
で
構
成

さ
れ
る
今
福
福
寿
会
が
中
心
と

な
り
藁
を
編
ん
で
作
っ
た
蛇
で
、

全
長
約
6
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
約

50
㎏
に
も
な
り
ま
す
。

　

法
螺
貝
を
先
頭
に
大
人
5
人

で
担
ぎ
上
げ
、
集
落
の
約
30
世
帯

を
周
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
年

配
の
方
々
は
、
各
家
の
玄
関
前
で

頭
を
噛
ん
で
も
ら
い
無
病
息
災
を

願
い
ま
す
。
集
落
を
練
り
歩
い
た

蛇
綱
は
、
今
福
地
内
の
荒
木
神
社

境
内
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木
に
巻
き
つ

き
、
一
年
間
集
落
の
安
泰
を
見
守

り
ま
す
。

　

頭
を
噛
ん
で
も
ら
っ
た
秋あ

い

鹿か

菜な

摘つ
み

さ
ん
（
7
）
は
「
怖
く
な
か

っ
た
。
1
年
間
元
気
に
過
ご
せ

そ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

今福　蛇
じゃ

綱
づな

頭を噛まれて無病息災
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伝統の技で卒業証書を作成 嬉し 楽しい紙すき体験

1
月
30
日
、
京
都
府
立
丹
後
郷

土
資
料
館
で
府
中
小
学
校
、
養
老

小
学
校
の
6
年
生
15
人
が
、
紙

す
き
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

体
験
で
は
、
紙
す
き
同
好
会
の

皆
さ
ん
が
下
ご
し
ら
え
を
し
た

和
紙
の
原
料
と
な
る
コ
ウ
ゾ
を

チ
リ
ヨ
リ
（
ご
み
や
チ
リ
の
除

去
）、
カ
ゴ
ウ
チ
（
棒
で
叩
い
て

繊
維
を
ほ
ぐ
す
）
し
、
ス
キ
ブ
ネ

で
す
き
ま
し
た
。
青
江
学
芸
員
は

「
チ
リ
ヨ
リ
の
作
業
か
ら
行
う
紙

す
き
体
験
は
全
国
的
に
も
珍
し

い
」
と
話
さ
れ
ま
す
。
紙
す
き
を

行
っ
た
服は

っ

部と
り

杏あ
ん

里り

さ
ん
は
「
昔
な

が
ら
の
和
紙
で
卒
業
証
書
を
作
れ

て
嬉
し
い
。
楽
し
か
っ
た
」
と
笑

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

伝
統
の
技
が
途
絶
え
な
い
よ

う
、
紙
す
き
の
活
動
を
続
け
て
い

る
台だ

い

谷た
に

睦む
つ

子こ

さ
ん
は
「
一
度
途
絶

え
て
し
ま
う
と
復
活
は
難
し
い
。

な
ん
と
か
続
け
て
い
き
た
い
」
と

思
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

1
月
23
日
、
宮
津
市
福
祉
・
教

育
総
合
プ
ラ
ザ
第
1
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ル
ー
ム
で
男
女
共
同
参
画

講
演
会
を
開
催
し
、
80
名
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
「
こ
ん
な
と
き
ど
う

す
る
!?
～
女
性
の
視
点
か
ら
の
防

災
対
策
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
一
般

社
団
法
人
プ
ラ
ス
ワ
ン
防
災
代

表
理
事
坂さ

か
も
と本

真ま

理り

氏
か
ら
、
避

難
生
活
に
お
け
る
ト
イ
レ
問
題
や

性
暴
力
被
害
な
ど
の
実
情
を
踏
ま

え
、
被
災
前
か
ら
女
性
が
声
を
上

げ
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
保
存
食
は
、

自
分
が
お
い
し
い
と
思
う
物
を

用
意
す
る
話
に
納
得
し
た
」「
女

性
の
避
難
生
活
の
大
変
さ
を
知

ら
な
か
っ
た
の
で
参
考
に
な
っ

た
」「
避
難
所
が
、
少
し
で
も
過

ご
し
や
す
い
場
所
と
な
る
よ
う

に
考
え
た
い
」
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

男女共同参画講演会

1
月
25
日
、
み
や
づ
歴
史
の
館

で
宮
津
市
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
催
さ
れ
、　

現
在
導
入
を
進
め

て
い
る「
小
中
一
貫
教
育
」や「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
を
は

じ
め
と
し
た
宮
津
の
新
し
い
教

育
に
つ
い
て
、
市
民
や
保
護
者
、

学
校
・
就
学
前
施
設
関
係
者
ら
約

1
7
0
名
が
と
も
に
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
で
進
め
て
い
る
英
語
教
育

と
小
中
一
貫
教
育
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
実
践
報
告
を
し
た
後
「
ふ

る
さ
と
み
や
づ
学
」（
地
域
か
ら

の
学
び
を
通
し
て
自
分
を
見
つ

め
、
将
来
の
生
き
方
を
考
え
る
学

習
）
と
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
」
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち

の
育
成
に
向
け
て
議
論
を
深
め
ま

し
た
。
会
場
か
ら
は
「
宮
津
の
こ

と
が
好
き
で
将
来
戻
っ
て
き
て
く

れ
る
よ
う
な
子
ど
も
達
が
増
え
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

宮津市教育フォーラム 新しい教育の創造へ向かって

２
月
２
日
、野
田
川
わ
ー
く
ぱ

る
で
、丹
後
2
市
2
町
の
住
民
・

事
業
者
等
で
構
成
さ
れ
る
「
丹
後

の
豊
か
な
環
境
づ
く
り
推
進
会

議
」の
主
催
で
「
丹
後
環
境
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
・
高
校
生
に
よ
る
環
境

活
動
発
表
で
は
、養
老
小
学
校
が

「
魅
力
い
っ
ぱ
い  

ふ
る
さ
と
養

老
・
日
个
谷
」と
題
し
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

5
年
生
の
児
童
6
人
は
、定
置

網
漁
や
み
り
ん
干
し
作
り
、ア
カ

モ
ク
の
種
付
け
体
験
な
ど
を
通

し
て
学
ん
だ
養
老
・
日
个
谷
の
自

然
の
素
晴
ら
し
さ
と
、そ
れ
ら
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
は
一
人
ひ

と
り
が
身
近
な
生
活
を
見
直
し

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

こ
と
を
来
場
者
へ
伝
え
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
宮
津
高
校
等
か
ら

里
・
山
・
海
で
の
活
動
を
通
し
た

多
様
な
発
表
が
行
わ
れ
、本
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
改
め
て
丹
後
の
魅

力
を
知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

丹後環境シンポジウム 守り伝える輪を拡大

女性の視点から考える防災対策
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【 メタンガス化施設による発電 】
　全国的にも先進的な施設で、燃やすごみのうちメタ
ン発酵に適した生ごみ、紙ごみ等を破砕選別し、発酵、
メタンガスを抽出し発電を行います。

令和 2 年 4 月令和 2 年 4 月 宮津与謝クリーンセンター宮津与謝クリーンセンター
宮津与謝クリーンセンターをご紹介します

【 機械選別を導入 】
ごみを分別する選別機を導入しました。
これにより、燃やさないごみの分別を簡略化しました。

稼働稼働
　宮津市、伊根町、与謝野町で構成する一部事務組合「宮津与謝環境組合」が、平成 28 年度
から建設を進めていた「宮津与謝クリーンセンター」が、令和 2 年 4 月 1 日から稼働します。
　稼働にともない、ごみの搬入方法や分別方法が変わりますのでご注意ください。

ごみの搬入方法・分別方法が変わります

施設内は一方通行
です。

　計量のうえ、搬入カードを自動精算機にかざ
し精算してください。
　精算後、自動精算機左下の搬入カード返却口
に搬入カードを返却して退出ください。

野
田
川

与謝天橋立
IC

至 

宮
津

至 

野
田
川

京都縦貫自動車道

176宮津与謝クリーンセンター

野田川方面 からの

右折進入禁止

パーラー
アスカ

野
田
川

至 

加
悦

176宮津与謝クリーンセンター

加悦方面からは、

右折進入禁止

パーラー
アスカ

与謝天橋立
IC 至 

宮
津

京都縦貫自動車道

【 “燃やさないごみ”の分別が変わります 】

青 袋

プラスチック
・ビニール類

赤 袋

ガラス類・革
製品・陶磁器
類・金属類

赤 袋

プラスチック
・ビニール類
・ガラス類・
革製品・陶磁
器類・金属類

【場内退場】 【搬入カード返却】【料金支払】【計量】

ごみの直接搬入について  ：  所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注

 宮津与謝クリーンセンター  所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注

 46–1153（令和 2 年 3 月 25 日から）
　　　　　　　　　　　  　所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
 宮津与謝環境組合  所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注

 46–2111（令和 2 年 3 月中旬頃から）
ごみの分別収集について  ：  所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
 宮津市役所 市民課環境衛生係  所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
 45–1617
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【申込用紙記入】 【計量】 【搬入カード受取】

営業日時
・月曜日から金曜日　8：30 から 16：00 まで

土曜日　8：30 から 12：00 まで
第 2 日曜日 8：30 から 16：00 まで
※祝日も上記で営業します
※ 1 月 1 日から 3 日は休業します

ごみの直接搬入について
　　搬入できるごみ
　・家庭から出るごみ、事業所から出る一般ごみ（事業系一般廃棄物）が搬入できます。
　　※「産業廃棄物」や「処理困難物」と判断されるごみは搬入できません
　・枝木、剪定くず、雑木などは、一辺の長さが１m 以下、直径が 20cm 以下に切断してください。
　　※それ以上のごみは受け入れできません
　・犬や猫などの動物は、１個体が 10kg 以下であればクリーンセンターで処理できます。
　　ただし、ペットの遺骨の返却はできません。

　　搬入の際の注意事項
　・ごみ分別大辞典に記載された「50 音別ごみの分別表」を参考に、ごみを分別し搬入してください。
　・搬入の際は、その都度「ごみ搬入申込書」に搬入者氏名 ( 会社名 )、住所、連絡先、搬入されるごみ
　　の内容等の記入をお願いします。
　・クリーンセンター内では、係員の指示に従い、搬入されたごみの荷下しは、ご自身でお願いします。

　　搬入には制限があります
　・１日に搬入できるごみは、積載重量２トン以下の車両で２回までとしてください。
　・「事業系一般廃棄物」のうち、同一のごみを大量に搬入することはできません。
　・次の行為は「法令違反」のため、搬入をお断りします。
　　①他人の廃棄物を一般廃棄物収集運搬業の許可なく搬入する行為、②宮津市、伊根町、与謝野町以
　　外で発生したごみを搬入する行為、③産業廃棄物を搬入する行為
　・クリーンセンターの設備点検や改修等により、受け入れを制限する場合があります。

　　搬入できるごみ

　　搬入の際の注意事項

　　搬入には制限があります

直接搬入の処理手数料
・処理手数料：10kgまで100円
（10kg を超えるときは、その超える 10kg につき、
又はその端数ごとに 100 円を加算）

※直接搬入される場合は、指定ごみ袋を使用しない
　でください（指定ごみ袋を使用されても、処理手
　数料が必要です）

直接搬入の流れ

　自動車を計量器の上に移動させ停車し、申込用紙
に必要事項を記入のうえ、係員にお渡しください。
　計量を行い、搬入カードをお受け取りください。

　扉前まで進むと、
自動で扉が開くので
進入してください。

　係員の指示に従
い、荷下ししてく
ださい。

新しい「宮津市ごみ分別大辞典」は、
◀  QR コードからご覧いただけます。

「宮津与謝環境組合」については、
◀  QR コードからご覧いただけます。

【場内進入】 【荷下し】
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50 年先を見据えた「宮津市水道事業ビジョン」を策定
　

本
市
の
水
道
事
業
は
、
給
水
人
口

の
減
少
に
よ
る
料
金
収
入
の
減
少
、

施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
更
新
需
要
へ

の
対
応
等
非
常
に
厳
し
い
局
面
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
市
民
生

活
や
経
済
活
動
を
支
え
て
き
た
水
道
の

恩
恵
を
こ
れ
か
ら
も
享
受
で
き
る
よ

う
、
今
後
の
50
年
間
を
見
据
え
、
当
面

取
り
組
む
べ
き
事
項
、
方
策
を
提
示
す

る
「
宮
津
市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

令
和
元
年
7
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

策
定
の
背
景
と

　
　
目
指
す
べ
き
方
向

安　全
水道水の

安全の確保

強　靭
確実な

給水の確保

持　続
供給体制の

持続性の確保

基本理念：安全でおいしい水をいつまでも

水道施設整備計画 水道事業経営計画

水
需
要
予
測

将
来
的
に
給
水
人
口
が
減
少
す
る

た
め
水
需
要
は
減
少
、
そ
れ
に
伴
い
料

金
収
入
が
減
少
し
ま
す
。
一
方
で
、
現

在
稼
働
し
て
い
る
浄
水
施
設
の
能
力
は

余
剰
を
抱
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
事
業
運
営
の
た
め
の

減
収
対
策
や
施
設
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ

ン
グ
を
図
る
た
め
、
施
設
の
統
廃
合

等
に
よ
る
効
率
的
な
運
営
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

施
設
更
新
需
要
予
測

施
設
の
更
新
需
要
は
、
法
定
耐
用

年
数
で
試
算
し
た
場
合
、
1
年
間

9.9
億
円
、
更
新
基
準
年
数
で
試
算
し

た
場
合
、
1
年
間
で
6.5
億
円
と
な
り

ま
す
。

※
試
算
は
50
年
間
で
平
準
化
し
た
も

　

の
で
す

水
道
事
業
の
将
来
予
測

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
財
政
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
結
果
、
平
成
30

年
度
の
赤
字
決
算
か
ら
損
益
額
は

年
々
悪
化
し
、
令
和
3
年
度
か
ら

は
資
金
残
高
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、

運
転
資
金
が
確
保
で
き
な
い
状
況
に

な
る
見
込
み
で
す
。

将
来
予
測
か
ら

　
　
　

  

見
え
た
も
の

宮津市水道使用料金等審議会への諮問
　

水
道
事
業
の
運
営
に
あ
た
り
、
必

要
経
費
等
の
削
減
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
今
後
の
収
益
改
善
は
期
待
で
き

な
い
現
状
で
あ
り
、
施
設
更
新
等
に

必
要
な
財
源
が
大
幅
に
不
足
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
の
水
道
事
業
の
健
全
な
経
営

を
図
る
た
め
、
8
月
22
日
、
水
道
使

用
料
金
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
当

該
審
議
会
に
諮
問
し
ま
し
た
。

水
道
使
用
料
金
等
審
議
会

　

当
該
審
議
会
は
、
本
市
か
ら
の
諮

問
を
受
け
、
計
5
回
の
審
議
会
を

開
催
。
水
道
使
用
料
金
等
に
つ
い
て

審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。

健
全
な
経
営
を

　
　
　
　
　
図
る
た
め

　「宮津市水道事業ビジョン」は、
◀  QR コードからご覧いただけます。

　各審議会の「審議の詳細」は、
◀  QR コードからご覧いただけます。

健全かつ安定的な事業運営を目指して健全かつ安定的な事業運営を目指して

3 つの基本方針

お届けするために所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注上下水道課管理係　

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注45-1633

〜水道使用料金等の見直し〜
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水
意
識
の
高
ま
り
や
各
種
節
水
機
器

の
普
及
な
ど)

の
浸
透
に
よ
り
給
水
収

益
の
減
収
が
続
く
中
、
老
朽
化
し
た

水
道
施
設
の
計
画
的
な
更
新
と
地
震

等
の
災
害
に
強
い
施
設
へ
の
耐
震
化

が
必
要
で
あ
り
、
経
営
環
境
は
年
々

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
水
道
事
業
が
市
の
責
任

に
お
い
て
永
続
的
に
運
営
さ
れ
る
た
め

に
も
、
本
年
７
月
に
策
定
さ
れ
た
「
宮

津
市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
き
、

各
種
施
策
を
着
実
に
実
行
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
と
考
え
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
当
審
議
会
と

し
て
は
、
宮
津
市
水
道
事
業
の
経
営

基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
水
道
使

用
料
金
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
答
申
す
る
。

１ 

経
営
基
盤
の

　
　
　
　
強
化
に
つ
い
て

・ 
水
道
事
業
は
、
独
立
採
算
を
基
本

と
す
る
公
営
企
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
一
層
の
経
費
節
減
等
に
努
め
る

と
と
も
に
、
業
務
の
合
理
化
と
効
率

化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
。

・ 

市
民
へ
の
水
道
事
業
の
理
解
が
深

ま
る
よ
う
、
水
道
事
業
の
経
営
等
に

関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
積
極
的
な

開
示
に
努
め
る
こ
と
。

２ 

水
道
使
用
料
金
の

　
　
　
見
直
し
に
つ
い
て

　

水
道
事
業
の
経
営
状
況
（
平
成
30
年

度
赤
字
決
算
等
）
を
踏
ま
え
、
水
道
使

用
料
金
の
見
直
し
は
や
む
を
得
な
い
。

宮津市水道使用料金等審議会からの答申
　

水
道
は
、
市
民
生
活
や
経
済
活
動

を
支
え
る
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で

あ
り
、
安
全
で
お
い
し
い
水
の
永
続

的
な
供
給
が
強
く
望
ま
れ
る
。

　

し
か
し
、
宮
津
市
の
水
道
事
業
は
、

給
水
人
口
の
減
少
や
節
水
型
社
会(

節

 

答
申
の
内
容

① 

水
道
使
用
料
金
の
算
定
期
間

・
令
和
2
年
度
か
ら
令
和
6
年
度

ま
で
の
5
年
間
と
す
る
。

② 

水
道
使
用
料
金
の
改
定
率

・
単
年
度
の
収
益
的
収
支
の
黒
字
化

を
図
る
な
ど
、
健
全
な
経
営
が
維
持

で
き
る
使
用
料
金
の
改
定
率
と
す
る
。

・
最
大
限
の
経
費
削
減
に
努
め
、
可

能
な
限
り
改
定
率
の
低
減
に
努
め
る
。

③ 

水
道
使
用
料
金
の
体
系

・
料
金
負
担
の
公
平
の
見
地
か
ら
、
各

使
用
者
の
料
金
は
個
別
原
価
に
基
づ

き
算
定
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
。

・
な
お
、
特
定
の
使
用
者
の
料
金
が
激

変
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
漸
進
的
に

進
め
る
こ
と
。

④ 

水
道
使
用
料
金
の
改
定
時
期

・
料
金
改
定
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

必
要
性
や
目
的
並
び
に
改
定
規
模
な

ど
様
々
な
情
報
に
つ
い
て
、
使
用
者

へ
の
十
分
な
周
知
を
諮
っ
た
上
で
施

行
す
る
こ
と
。

３ 

そ
の
他
の
付
帯
意
見

① 

水
道
事
業
経
営
の
審
議

・
大
き
く
変
化
す
る
社
会
経
済
情
勢
等

に
鑑
み
、
健
全
な
事
業
経
営
に
資
す
る

よ
う
、
概
ね
５
年
ご
と
に
経
営
状
況
の

分
析
を
行
い
、
水
道
使
用
料
金
の
見
直

し
に
係
る
審
議
を
行
う
こ
と
を
望
む
。

　

8
月
22
日
に
諮
問
し
た
水
道
使
用

料
金
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
1
月

15
日
に
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

 

5
回
の
審
議
を
経
て

 　
　
　

 

市
長
へ
答
申

市民との意見交換会　〜 ふれあい座談会 〜
　

２
月
８
日
、
宮
津
市
福
祉
・
教
育
総

合
プ
ラ
ザ
第
１
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム

で
「
安
全
で
お
い
し
い
水
を
い
つ
ま
で

も
お
届
け
す
る
た
め
に
」を
テ
ー
マ
に
、

ふ
れ
あ
い
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
は
、
①
「
宮
津
市
水
道
事

業
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題
」
に
つ
い

て
、
②
昨
年
７
月
に
策
定
し
た
「
宮
津

市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
、

③
「
健
全
か
つ
安
定
的
な
事
業
運
営
を

目
指
し
て
」に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
水
道
は
市
民
生

活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
な

の
で
、
も
っ
と
早
く
意
見
交
換
の
場
が

欲
し
か
っ
た
」「
経
費
削
減
は
重
要
だ

が
、
市
が
水
道
を
守
る
た
め
に
も
技
術

者
の
確
保
に
努
め
て
欲
し
い
」「
安
全

で
お
い
し
い
水
だ
け
で
な
く
、
安
価
な

水
を
市
民
は
求
め
て
い
る
」「
独
立
採

算
が
基
本
と
の
こ
と
だ
が
、
経
営
が
赤

字
に
な
れ
ば
ま
た
値
上
げ
に
な
る
の

か
」
と
い
っ
た
多
く
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

 

安
全
で
お
い
し
い
水
を

　
　
　
　

い
つ
ま
で
も

安全でおいしい水をいつまでもTopics
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上
宮
津
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
に
係
る
地
域
住
民
等
の

意
向
調
査

・
地
域
団
体
：
上
宮
津
地
域
会
議

　
　
　
　
　
　

上
宮
津
21
夢
会
議

・
協
働
大
学
：
福
知
山
公
立
大
学

　

上
宮
津
地
域
で
は
、
同
地
域
の

10
年
後
の
目
指
す
べ
き
姿
と
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
ま
と
め
た

「
上
宮
津
2
0
3
2
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
策
定
に
向
け
動
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
特
に
若
年
層
や
女

性
の
意
見
聴
取
や
計
画
策
定
後
の

活
動
へ
の
参
画
の
促
進
に
つ
い
て
、

福
知
山
公
立
大
学
と
と
も
に
検
討

を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大学のリソースを活用して
地域課題を解決

地域等が抱える課題をご相談ください地域等が抱える課題をご相談ください

本
市
で
は
、
大
学
や
専
門
学
校

等
と
地
域
が
連
携
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
が
抱
え
る
様
々
な
課

題
の
解
決
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
「
宮
津
市
大
学
等
連
携
事

業
補
助
金
」
を
今
年
度
に
新
設
し

ま
し
た
。

本
年
度
は
、
地
域
や
団
体
の
課

題
解
決
に
向
け
、
4
つ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
動
い
て
い
ま
す
。

大
江
山
地
域
の
古
道
等
資

源
の
保
全
と
活
用
・
持
続

可
能
な
地
域
デ
ザ
イ
ン

・
地
域
団
体
：
上
宮
津
21
夢
会
議

・
協
働
大
学
：
京
都
大
学

　

上
宮
津
地
域
で
は
、
人
口
減
少

や
高
齢
化
に
伴
い
、
集
落
の
維
持

が
難
し
く
な
る
中
で
、
移
住
者
の

積
極
的
な
受
け
入
れ
や
、
ホ
ン
モ

ロ
コ
の
養
殖
等
地
域
資
源
を
活
用

し
た
「
仕
事
づ
く
り
」
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
上
宮
津
地
域
の
資

源
で
あ
る
杉
山
を
含
む
大
江
山
古

道
を
活
用
し
た
商
品
化
デ
ザ
イ
ン

と
農
林
業
の
再
生
を
視
野
に
入
れ

た
交
流
・
観
光
事
業
と
の
連
携
方

策
の
検
討
を
京
都
大
学
と
と
も
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

大学や専門学校等と連携し、地域が抱える課題を解決し
たいと考える団体等がありましたらご相談ください。
※本事業は、課題の解決に取り組む地域（団体等）と、大
学等のマッチングにより、地域課題の解決を促進するもの
であり、大学等へ補助金を交付するものです。

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注企画課魅力発信係

所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注
所 内 定 対 料 受 休 問問 T E L    FA X HP 注45-1609

宮
津
市
大
学
等
連
携
事
業
補
助
金
地
域
の
活
性
化
・
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

・
地
域
団
体
：
日
置
会
議

・
協
働
大
学
：
京
都
大
学

　

日
置
地
域
で
は
、
世
代
間
交
流

の
不
足
に
よ
り
、
地
域
の
文
化
や

習
慣
が
次
代
を
担
う
若
者
に
伝
え

ら
れ
ず
、
日
置
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
（
独
自
性
・
地
域
性
等
）
が

失
わ
れ
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　

世
代
間
交
流
を
活
性
化
し
、
若

者
に
地
域
の
D
N
A
を
伝
え
る

こ
と
に
よ
り
日
置
地
域
を
守
り
伝

え
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に
よ
る
課
題
の
真

因
抽
出
を
通
し
、
世
代
間
交
流
の

活
性
化
を
模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
産
物
等
直
売
所
を
活
用

し
た
農
業
の
活
性
化

・
地
域
団
体
：
宮
津
ま
ご
こ
ろ
市
組
合

・
協
働
大
学
：
京
都
大
学

　

農
産
物
の
販
路
で
あ
る
宮
津
ま

ご
こ
ろ
市
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
農
業
者
の
所
得
の
安
定
や
向

上
等
を
図
り
、
農
業
を
活
性
化
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
お
客
様
ア
ン

ケ
ー
ト
や
売
上
デ
ー
タ
分
析
等
に

よ
る
ニ
ー
ズ
調
査
や
、
農
業
者
と

の
対
話
に
よ
る
意
向
調
査
等
を
通

し
、
よ
り
魅
力
の
あ
る
店
舗
づ
く

り
を
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
。

To
pi

cs
イ

ベ
ン

ト
税

・
保

険
福

祉
教

育
・

子
育

て
防

災
・

防
犯

暮
ら

し
In

fo
rm

at
io

n
文

化
・

ス
ポ

ー
ツ

産
業

・
消

費
生

活
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今月の旬：アカモク

みやづ旬の幸レシピ
道の駅から

お届け

Vol.11

監修：宮津市管理栄養士

～今月の生産者さん～

美容と健康にいいアカ

モク。ネバネバがやみ

つきになります。

いろんな料理に使って

みてくださいねー！

道の駅海の京都宮津
宮津まごころ市　（営業時間）9:00 ～ 17:00

ア
カ
モ
ク

アカモクのゼッポリーネ風
材料（４人分）
アカモク…………………………………………… 40g

米粉……………………………………………… 100g

ベーキングパウダー…………………………………5g

みりん………………………………………… 大さじ 1

薄口しょうゆ………………………………… 大さじ 1

水…………………………………………… 30̃50ml

粉チーズ……………………………………… 大さじ 1

揚げ油……………………………………………… 適量

（一人分エネルギー 161kcal）

協力：道の駅海の京都宮津　おさかなキッチンみやづ（水曜定休）
（営業時間）9:00 ～ 21:00（火曜は 17:00 まで）
（営業時間）9:00 ～ 17:00

HAMAKAZE Cafe
山一水産

材料（４人分）
だし昆布………………………………………………5g

煮干し……………………………………………… 25g

水……………………………………………カップ 4杯　

みそ……………………… 大さじ 1と 1/3 杯（24g）

かまぼこ…………………………………………… 60g

アカモク…………………………………………… 40g

大根……………………………………………… 100g

人参………………………………………………… 50g

ねぎ………………………………………………… 20g

（一人分エネルギー 43kcal）

大西さん

作り方

鍋に分量の水と昆布を入れ30分以上おき、煮干しを加え、

ふたをしないで弱めの中火にかける。

煮立つ前に昆布を取り出し、弱火にしてアクを取りながら５

分ほど煮出してこす。

大根と人参は皮をむき、千切りにする。かまぼこは拍子切り、

ねぎは小口切り、アカモクはザク切りにする。

【調理　HAMAKAZECafe 深田　貴央】

わたし達が作っています

　
ア
カ
モ
ク
に
含
ま
れ
る
食
物
繊
維
は
ア
ル
ギ
ン
酸
や

フ
コ
イ
ダ
ン
が
主
体
で
、
こ
れ
ら
の
成
分
に
は
免
疫
力

を
高
め
た
り
、
ガ
ン
の
抑
制
効
果
が
あ
る
と
し
て
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
カ
モ
ク
を
大
豆
や
大
豆
製
品
と
一
緒
に
食
べ
る
と
、

ア
カ
モ
ク
の
カ
リ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
と
、
大
豆
に

含
ま
れ
る
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
に
よ
り
、
高
血
圧
や
脂
質
異

常
症
の
改
善
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

作り方

アカモクをまな板の上で粘りが出るまでトントンと包丁で刻

む。

ボールに米粉とベーキングパウダーを加え、泡立て器でよく

混ぜ合わす。

こんがりときつね色に揚がったら、引き上げて油をきって、

粉チーズをふる。

みりん、しょうゆ、水を　に加えてよく混ぜ、　のアカモク

を加えて混ぜる。

油を160℃に熱し、スプーンで　のタネをすくって落とし、

3分ほどゆっくりと揚げる

アカモクと冬野菜のみそ汁

一煮立ちしたら、煮えばなを椀に盛り、ねぎをちらす。

　のだし汁で大根と人参を煮る。煮えたらかまぼこを入れて

弱火にし、味噌とアカモクを加える。

わたし達が作っています

Topics
暮

ら
し

税
・

保
険

福
祉

教
育

・
子

育
て

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
防

災
・

防
犯

産
業

・
消

費
生

活
Inform

ation
イ

ベ
ン

ト
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